
１月１２日(土)、八幡浜市文化会館「ゆめみかん」において、小・中合同

学習発表会が開催されました。今年度で３２回を数える小中合同学習発表

会は、１９８７(昭和６２)年度に第１回が開催されました。当時、学校

生活の中で積み重ねてきた学習の成果を発表し合う場として、担任教師

の思いや保護者の願い、そして多くの関係者の理解と協力の中で始まり

ました。その後、設置学校数の増加や西宇和郡からの参加もあり、年ご

とにその輪は広がっていきました。

また、この発表会には特別支援学級の子どもたちだけでなく、通常の

学級の子どもたちも多く参加しています。そこには、障がいのあるなし

にかかわらず、子どもの頃から共に育ち、共に学んでいくノーマライゼ

ーションの理念が根底に流れる発表会となっています。

教育支援室の活動状況（３１年１月末現在）

【支援室相談事業】
〇 電話相談 ２９３回
〇 来室相談 ５４回
〇 訪問相談 １５３回
〇 巡回相談(保育所･幼稚園等) １０１回
〇 発達検査 ２６回
〇 カウンセリング ２２回
〇 学級支援(ﾐｭｰｼ゙ｯｸ･ｹｱ) ２回

【いじめ・不登校、特別支援等の実態把握】
〇 定期学校訪問 ３４回
〇 アンケート調査及び結果の分析・公表 １回
〇 市・各ブロックいじめ対策委員会 １６回

【療育・教育相談】
〇 講師 上岡一世氏（元愛大教授） ５回 １５人
※ 本年度第６回は３月７日(木) 下記参照

【ＳＳＴ(ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸ゙ )】
〇 学校生活スキル ４回 ７２人
〇 アートセラピー（芸術療法） １回 １１人
〇 iPad １回 １４人

【ミュージック・ケア】（音楽療法） ５回 ７３人
※ 第６回 ２月９日(土) 10:00～開催予定

【にこにこみかんトーク】(保護者座談会)３回 ２１人

【発達支援に関する講演会】１２月１５日(土) 参加者 ９１人
演題 「ライフステージを貫く支援の考え方」
講師 桑原綾子氏（ライフサポートここはうす所長）

【第４回きりんカフェ】９月２１日(金) 参加者 １人
※ 第５回 ２月１５日(金) 10:00～開催予定
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第６回 療育・教育相談(元愛媛大学教授 上岡一世先生)
場 所 保内庁舎３階 教育相談室

日 時 平成３１年３月７日(木)
① 13:30～14:20
② 14:30～15:20
③ 15:30～16:20 ←予約済

※ 相談を希望されます方は、
教育支援室まで、お電話ください。

今年度も教育支援室に多くの保護者が相談に来られま

した。子どもの発達障がいのこと、いじめや不登校に関

すること、そして、学校の対応に関することなど様々で

す。教育支援室として、少しでもよい対応策を考えて、

お子さんの成長に役立てていただきたいと思うのですが、

現実にはそうなっていません。特に不登校に関しては、

長期化するケースが多く具体的な対策を見出すことが難しいのが現状です。

熱心に相談に来られる保護者に、「せっかく相談に来ていただいているのに、

何も進展せず申し訳ありません。」と謝ると、「いえいえ、私の悩みを聴いて

いただくだけで心が軽くなります。これからも相談させていただいてよろし

いですか。」と返されました。少しほっとしましたが、より一層、よい方向

に進展するようしっかり寄り添っていこうと強く思いました。

これからも、子どもさんや親御さんの心の支えになるよう職員一同がんば

っていきます。また、支援室の事業を強力にサポートしていただいた先生方

にもこの場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

教育支援室長 二宮 一成

第５回「きりんカフェ」のご案内
（登校しづらいお子さんを持つ保護者の会）

お子さんが登校を渋り、休みがちになって悩んでおられる保護者の皆さん、

「きりんカフェ」に参加して、悩みを打ち明けたり、日ごろ思っていること

を出し合ったりして、少しでも心を軽くしませんか。

今回の「きりんカフェ」は、お子さんの進学、進級を前にした下記の日程

で開催します。お子さんの成長の岐路に立つ進学や進級は、本人はもちろん、

保護者にとっても新たな心配や不安でいっぱいになるのではないかと思いま

す。同じ悩みを持つ保護者が集い、お茶でも飲みながら気軽に

語り合いませんか。皆さんのご参加をお待ちしています。

記

１ 期 日 平成３１年２月１５日(金) 10:00～11:30

２ 会 場 八幡浜市役所保内庁舎

３ 申込み 当日までに、電話またはメールでお申し込みください。

電話 ２１－６８６４ ﾒｰﾙｱﾄ゙ ﾚｽ sien1@yawatahama.ed.jp

来年度の予定

第１回 ５月１６日(木) 第４回１１月 ７日(木)
第２回 ７月１１日(木) 第５回 １月１６日(木)
第３回 ９月１９日(木) 第６回 ３月 ５日(木)

にこにこみかんトーク〔保護者座談会〕
第２回 (9月 27日 ) ゆめみかん
２階の和室で、お茶を飲
みながら、楽しく和やか

に行いました。話したり
聞いたりすることで、同
じような悩みやつまづきに

気付き、気持ちが軽くなっていきます。先輩ママか
らのアドバイスも大変参考になりました。

第３回 ( 1月 2 8日 ) １２月の発達支援に関する講演会の
講師「桑原綾子」先生にお越しいただき、「今からで
きる"性"と"生"についての取組を考えてみよう」「大

人になった時にどうか？ということをイメージでき
るようになってみよう」を着地点として、具体的な
事例をもとにお話していただきました。「"性"に関す

る行動はスキルとして教えること」や「正しい情報
を最初に知っておく必要があること」「視覚的な支援
が大切な支援の要であること」など、大変勉強にな

りました。

教育支援室だより



増加傾向にある支援を要する子どもや、家庭・学校をサポートしていきます。
教育支援室（保内庁舎１階） 困ったことがあったら、いつでもご相談ください。

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室） ☆ 八幡浜いじめ110番（八幡浜市教育委員会教育支援室）
☎ ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00 ☎ ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署） ☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会）
☎ ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付 ☎ ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付

☆ こどもの人権110番（法務局） ☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）
☎ ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15 ☎ １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付

本年度のＳＳＴでは、学校生活スキルとして、次の

とおり４回の活動を行いました。

① ６／17 コミュニケーションスキル

② ７／26 生活スキル

③ ８／20 学校スキル

④ 12／26 スポーツスキル

ＳＳＴでは、発達に支援の必要な子どもたちが、苦手

を克服し、やる気を引き出す活動を経験しながら必要なコミュニケーション能力を身に付けていくことを目指しています。

学校生活スキルに参加してくれた子どもたち、保護者の皆様、ありがとうございました。そして、スタッフとしてご協力い

ただきました先生方、ありがとうございました。来年度もよろしくお願いします。

【ＳＳＴに参加された保護者の感想】 〇 初めての参加だったので心配していましたが、初めて

〇 どのＳＳＴも興味深く、学校での様子を一コマ見ているよ の人でもふれあい、最後まで楽しく活動することができ

うな気分となり、我が子の姿を一喜一憂しながら、こちらも たのでよかったです。

勉強させていただくことができました。特に、スポーツスキ 〇 小集団の中でどこまで自立してできるかということを

ルでは親子参加型で、共に楽しみ、『成功』した時の喜びを 気にして見ていました。半年間の中で、ＳＳＴを通して、

分かち合え嬉しかったです。 子どもの成長を感じることができ嬉しいです。

<第４回スポーツスキルの様子>

<発達支援に関する講演会>
１２月１５日(土)、八幡浜市文化会館２階サブホールにお

いて、桑原綾子先生（特定非営利活動法人ライフサポートこ

こはうす所長）をお迎えして、標記の講演会を開催しました。

「ライフステージを貫く支援の考え方について」～それぞれのライフステー

ジでどのようなことを考えていたらよいか～というテーマで、具体的に分かり

やすくお話いただきました。参加されたあるお母さんからは、「こんなにために

なり、心に響く講演会は初めてです！」との感想を寄せていただきました。

以下に、参加者の感想を紹介します。

〇 話を「聴く」ことの難しさ、子どもの話を「聴く」ことが本当 〇 大変勉強になった。発達段階における支援の方法について、認

にできているのか、考えさせられました。仕事や家の事が忙しく 識が変わった。具体的な事例や演習を通して、学習することがで

なると、話を途中にしたり、先々結果を言って放っておいたりし き、大変よい研修となった。誤学習をさせないように気を付けて

がちでした。「そうなんだ」「うんうん」と聴く時間を持てるよう いきたい。（教員）

に、自分で気を付けなければ、と思いました。分か 〇 特別支援学級で日々支援している者として、どのように支援し

りやすい講演会でした。（保護者） ていけばよいのか、何を目指したらいいのか、本当によく分かり

〇 親として「こう育ってほしい」という思いが先行 ました。トライアングルエフェクト、よく覚えておきます。とて

してしまいがちだが、講演の中にもあった「人生は もよかったです。ありがとうございました。（教員）

修業じゃない」という言葉が胸に刺さりました。（保護者） 〇 支援をする中で大切なことは、児童が社会に出たときのイメー

〇 お話を聞きながら、間違った関わり方をしていたことを改めて ジをしていくこと、選択をさせていくこと、人生はできないこと

思い知らされました。本人の選択決定をもっと尊重していきたい をできるようにしていくための修業ではなく、できることを生か

と思いました。（保護者） しながら楽しく生きること、が大事だと分かりました。（支援員）

〇 今関わっている子どものことで悩みを持っていたのですが、 〇 あっという間でした。有意義で、もっと聴きたい。10歳～社会

この講演会に参加することで、支援の考え方について詳しく 人デビューまでが学齢後期。10歳でできないことをいつまでも追

学ぶことができました。保護者支援にも、これからもいろい いかけない、という点に驚きと、きちんと理解して支援していく

ろと学んでいきたいと思います。（保育士） ことを改めて感じた。（相談支援関係者）

『教育支援室文庫図書一覧」～八幡浜市ＨＰに掲載しました～

特別支援教育に関するものや子育てに関するものなど、先輩保護者さんから

譲っていただいたり教育支援室で購入したりして、現在８７冊になりました。

過日、教育支援室文庫図書一覧表を作成し、市のホームページの「教育支援室」

のコーナーに掲載しましたので、ぜひご覧ください。

また、本の貸し出しもしていますので、気軽にお立ち寄りください。


